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現状



現状
・週休２日制の普及や短時間労働者の増

加を背景として、８０年以降長期的な推移と
して一人当たり労働時間は減少してきている

・２０１９年の調査では、企業のうち、4割
以上で違法な時間外労働が行われていた



問題点
１、精神障害の労災請求

２、過労死する確率が高くなる

3、ワークライフバランスが実現しにくくなる

４、労働生産性が低下し、事故が発生しやすく
なる



今後の課題
・全ての企業で、働き方を見直し違法な労働をなくす

・残業を無くすために労働時間の適正管理

・労働時間の計測や管理を行う

・管理職への研修セミナーの実施

・勤怠管理システムを導入する

・業務効率化ツールの導入

・評価制度の見直し



SDGs実現のための１０代からの提言

・長時間労働をすると、ワークライフバランス
が実現しにくくなったり、過労死する確率が高
くなってしまうので企業には、一度働き方を見
直し、労働時間の適正管理をして長時間労働を
無くしていって欲しい。

・長時間労働によって過労死や精神障害のリス
クがあるので、有給休暇取得推進やノー残業
デーの実施等を行ってほしい。



考察・感想

・グラフから、日本は１９８０年から一人
当たりの平均年間総実労働時間は減少して
きているが、他の国と比べると約４００時
間長いということが分かった。

・他国より対策ができていないとのでもっ
と対策を実施してほしい。


